
今年の５月の連休頃からホタテガイに多数のポリ

ドラが付着し、ヘい死してきたとの報告が脇野沢、

川内の漁業者から聞かれるようになったので、当研

究所ではそのへい死状況と原因について直ちに調査

を開始しました。

まず、脇野沢の半成貝（平成14年産貝）を調べ

たところ、貝自体に元気がなく、海水中から取り上

げても貝殻をほとんど閉じることをしない貝が多く

見られました。さらに、貝殻の周辺部に多数のポリ

ドラが穿孔して貝殻がもろくなり、さらに貝殻を貫

通した内側にはポリドラが集めた思われる泥が多数

付着していました。また、ウロ（中腸腺）は小さく、

色も灰色に近い状態になり、ほとんど餌を食べてい

ない状況でした。しかし、ポリドラの穿孔した部分

はもとより、穿孔された部分以外にもヒモ（外套膜）

がかなり後退し、その部分に激しい内面着色が見ら

れました（写真１）。脇野沢、川内のホタテガイは

100％近くこのような症状のものでしたが、その後

の調査で、症状、被害に多少の程度の差がありまし

たが、陸奥湾全体で同じような症状のホタテガイが

見られました。

もともとホタテガイが健康で、成長がよければポ

リドラが付着しにくいし、仮に穿孔されても穿孔さ

れた部分を殻質で修復してその後も順調に成長して

いくことが判っています。そこで、今回のへい死が

ポリドラに起因するものかどうかを詳しく調べて見

ました。

湾内各地の半成貝を組織学的に調べたところ、ホ

タテガイの組織内には寄生虫、真菌類、細菌は全く

観察されませんでした。しかし、走査型電子頭微鏡

で体表面を観察したところ、体全体に10μm以下

の穴が無数に開いているのが観察されました。多い

ところでは10×10μ㎡の表面に５～６個もの穴が

開いていました（写真２）。最も損傷のひどいとこ

ろは、外套膜内褶（垂幕部分）、触手、鰓の表面で

した。この小さな穴は外部から何らかの微粒子が衝

突してできたようで、クレータ状になっていました。

一方、ポリドラが穿孔して貝殻の内側に貫通した部

分の外套膜（貝殻に接している外褶）には全く外傷

が見られませんでした。

これまでの主なへい死原因は貝同士のぶつかり合

い、または篭ヘの衝突による外套膜の裂傷、擦過傷、

触手の切断によるものでした。しかし、今回のよう

な症状は、室内実験で微粒子が急流で体表にめり込

んで起きることが確かめられていましたが、自然の

フィールドでは初めての事例でした。

もし、微粒子が陸奥湾内に浮遊し、ホタテガイに

衝突したのであれば、他の生物にも同じような症状

がみられるのではないかと、ホタテガイの養殖篭に

付着していたアカザラガイ、ホタテガイの鰓に寄生

していたホタテエラカザリも同様な方法で調べたと

ころ、ホタテガイと同じように体表面に無数の穴が
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写真１　ポリドラが多数付着したホタテガイ 写真２　多数の穴があいた外套膜



開いていました。微粒子が陸奥湾の生物に何らかの

影響を及ばしたことは確かですが、この微粒子がい

つ、どこから来たのか問題が残りました。“いつ”起き

たか解くために、貝殻に何らかの痕跡がないかどう

か調べたところ、ほぼ湾内全体で同一時期に貝殻に

欠けた痕跡があり、その部分にポリドラが多数付着

していることが判りました。この時期がいつである

か、貝殻の成長量から推測したところ平成15年３

月10日前後であることが判りました。この頃に何

が起きたか？海況自動観測ブイのデータ等を検証し

たところ、湾外との海水交流は無いまま、湾口部か

ら東湾にかけて、鉛直循環流が形成されたと推測さ

れました。３月７日～８日にかけて、この時期とし

ては過去にないような低気圧が青森県太平洋沖を通

過し、それに伴って猛烈な“やませ”が吹いたことが

特徴的でした。さらに「この暴風雨の後に沖に泥が

見られ、ポリドラが多数付着するようになった」と

の証言が漁業者からありました。しかし、今回の微

粒子がどこから来て、どのようなメカニズムでホタ

テガイに衝突したかは実証することができませんで

した。このような事例はホタテガイの養殖が始まっ

て以来のことで、確率的にはなかなか起きることで

はないと考えられますが、いつまた起きるかを予想

することは今のところ不可能なことが実態です。
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「磯焼け」の定義と発生予測に始まったこの連載

では、ウニの食害や雑海藻の繁茂によって「磯焼け」

が持続してしまうこと、それらの要因を適切に除去

すればコンブ漁場に回復できることを説明してきま

した。今回は効率的な雑海藻除去方法について述べ

ます。

「ウニは海藻を食べ尽くす」、「雑海藻も海藻」の

ふたつを考え合わせれば、「ウニを利用して雑海藻

を除去しコンブ漁場に回復する」というアイデアに

思い至ります。実は、このような考えは以前からあ

り、また、雑海藻場にウニを放流して身入りを改善

する「移殖」は海峡や太平洋沿岸でも行われていま

す。しかし、コンブ漁場に回復させる手順が検討さ

れてこなかったため、漁場管理技術には活用されて

いません。そこで、このアイデアを実証するため、

まず、大間崎で近年増え続けている雑海藻であるツ

ルアラメで、試験をすることとしました。

キタムラサキウニは、県内では８月から10月に

かけて産卵、放精するため、秋には身となる卵巣や

精巣が最も小さくなります。身入りが回復期に向か

い、また、水温が低下し放流によるウニへのダメー

ジも低減する10月から11月は、１年のうちで最も

移殖に好都合な季節といえます。この時期に雑海藻

に放流するとして、いつウニを取り上げれば良いの

でしょうか？

答えを得るため、10月に大間崎地先にある５箇

所のツルアラメ群落に300個ずつウニを放流し、11

月から翌年の７月にかけて５回に分けてウニを取り

上げて身入りを調べ、また、ツルアラメの食べあと

の面積と食べ後に生えた海藻を観察しました。

この結果、ウニは放流直後から活発にツルアラメ

を食べ、このため、裸地面となった食べあとの面積

が順調に拡大する様子がみられました（図１）。し

かし、３月以降の観察では、新たにツルアラメを食

べた様子がなく、裸地面の形に変化がなくなりまし

た。また、試験区から採取されたウニは、３月まで

は210個以上と放流数の７割以上が採取されていた

のですが、５月以降には減少して100個前後、つま

り放流数の３分の１程度しか回収できなくなりまし

た（図２）。５月以降には、放流場所から数ｍ程度

離れたところで、ワカメやホンダワラ類などの流れ

藻を食べているウニがみられました。流れ藻は、大

間崎では海藻が十分に生長していない冬には少な

く、生長が進み生育量が大きくなった春以降に多量

にみられるようになります。この結果からは、流れ

藻の少ない冬にはツルアラメ群落を積極的に食べて

雑海藻を掃除してくれるものの、流れ藻が増える春

以降、食べ物が多様かつ豊富になり、試験区から移

動するウニが増えたため、雑海藻を掃除しなくなっ

たと考えられました。
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